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「すけるよt髪の量に自信があるんだね」とカメラマンが言っ
た。髪の心配なんてしたことないという顔した天野。失敬/

楓tlヵ
、コf、

_  1カ
'ン ぜィ、

営3ボ'lL
lbl 

｀

l＼＼麒
′
タ列

【天野滋 Fan Club発 足のお知らせ】

NSPの時は、色々と応l浸 して下さってありがとうござい

ました.=
さて、NSP解散後 作詞・作山:活動がメインだった彼で
すが、今年からソロ活動に入リアルバム制作・ コンサート
活動とガンガンがんばって行く事が決定致しました.サ ウ
ント的にも、昔のNSPに近いよリアコースティックな感
じになります。新しい彼の一面を見せてくれる事と思いま
す.尚、新オフィス・ ファンクラブ共今後SWAT内 とな
りますので、彼について解らない事があればいつてもTE
L下さい.貴方も、天野滋のファンクラプを通して一緒に

応援してみませんか?!
P.S. ベースの平賀君は、キャニオンレコートの花の
ディレクターとして元気にlf出発しました.

(特典》
1.会 員証の発行
2.会報 。コンサート情報
3.会員のみ各種イベント企画
4.チケット優先予約
などなど他にも楽しい企画を考えております.

《入会方法》
入会金 ¥500 年会費 ¥2500 合計¥3000
を現金書留にて下記住所まで御郵送下さい. く住所 氏
名 年令 TEL番 号を必ず明記して下さい。また、御要
望もどしどし送って下さい.>
*会報作りを手伝って下さるSTAFFも 募集しています。
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「逆光で写真、撮りましごうよ。カッコよく」と天野が言った。

スワット内 天野滋FC係まで.
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特
に
ロ
ツ
ク
、
ボ

ッ
プ
ス

・
フ

　

一　
　

月
４
は
ョ
ー
ロ
ツ
パ
系
の
ポ

ツ

ァ
ン
に
と

っ
て
は
、
ア
ー
テ
イ
ス
　
　
一
　

プ
ス
な
ど
を
中
心
に
選
る
。
Ｏ
Ｊ

卜
特
負
な
ど
を
２
時
間
た
つ
ぶ
り

　

一
　

は
浅
丼
葵
〓
．
火

・
水
曜
は
ア
メ

と
オ
ン

・
エ
ア
し
て
く
れ
た

【午

　

一
　

リ
カ
の
ボ

ツ
プ
ス
．
ロ
ツ
ク
を
．

後
の
サ
ウ
ン
ド
】
が
こ
の
１
月
の

　

一
　

Ｄ
Ｊ
は
火
昭
が
天
野
注
、
水
曜
が

暑
岨
改
襲
で
な
く
な
っ
て
し
ま
つ
　
　
一
　

山
本
さ
ゆ
り
．
木
曜
日
は
こ
の
と

た
の
は
減
念
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
　
　
¨
　

一
一ろ
特
に
注
目
を
集
め
て
い
る
ラ

そ
の

【午
後
の
サ
ワ
ン
ド
】
の
代

　

一
　

・７
ノ
‥
ヽヽ
ュ
ー
ジ
ツ
ク
．
Ｄ
Ｊ
は

わ
り
と
い
っ
た
形
で
登
場
す
る
の
　

一
　

竹
村
渾
。
そ
し
て
金
曜
は
、
映
画

が
こ
の
番
組
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
¨
　

音
楽
や
イ
ー
ジ
ー
リ
ス
ニ
ン
グ
な

【午
こ
の
～
】
の
方
は
Ｄ
Ｊ
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
よ
り
、
だ
い

た
い
暉
日
に
よ
り
そ
の
オ
ン

・
エ

ア
さ
れ
る
自
の
ジ
ャ
ン
ル
が
決
〓

っ
て
い
た
が
、
４
月
か
ら
の
こ
の

暑
租
で
も
、
曜
日
に
よ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
内
容
が
決
定
し
て
い
る
。

ロ
ー
ド
」
の
青
楽
担
当
に
無
名
の

も
い
つ
の
日
か
”
婢
台
で
活
服
し

新
人
「セ
ン
ス
ｂ

起
用
さ
れ
た
．
。た
い
、
と
思

っ
て
い
た
．
や
っ
と

ス
．
」

ま
し
た
」
と

る
．
若
い
男

ど
を
中
心
に
損
或
．
Ｄ
Ｊ
は
宮
本

電
―
週
間
を
通
し
て
、
以
前
の
【午

後
の
～
】
よ
り
は
、
少
し
年
齢
層

の
高
い
３０
～
“
代
の
、
特
に
女
性

を
対
象
に
し
て
い
て
、
比
較
的
な

つ
か
し
め
の
ボ

ツ
プ

ス
を
中
心
と

し
た
ソ
フ
ト
な
内
容
に
な
る
よ
う

だ
が
、
リ
ス
ナ
ー
と
し
て
は
単
な

る
午
後
の
Ｂ
Ｃ
Ｍ
的
な
プ

ロ
グ
ラ

ム
で
は
な
く
、
ア
ー
テ
イ
ス
ト
特

員
な
ど
も
ど
ん
ど
ん
や
つ
て
欲
し

方
が
び

っ
ぐ
り
．
「
東
京

。
世
Ш
谷

に
住
ん
で
ま
す
」
と

あ
わ
て
て
と

り

つ
く

ろ

っ
た

。
潔

油

は

「
岡

秘

（
せ
い
）
し
て
い
る
こ
と
も
Ｖ
実

で

す
し
、
お

互
い
に
餃
出

の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
思

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

正
式
に
鮨
”

し
ま
丁
」
と

ホ
ホ
を

紅
潮

さ
せ
た
パ
今
中
記
者

）
．

◆
〓
・名
作

・
腱
の
シ
ル
ク

ロ
ー

ド
は
青
楽

・
喜
多
郎

。
な

つ
か
し

い
躙
ぺ
が
耳
に
残

っ
て
い
ま

す
。

社

ト
カ

ゥ
ブ

ル
、
．大

先
躍
に
挑
戦

し
て
下
さ
い
．

NHK特 集「洒のシル
クロード」の番組内の
金音楽を担当する新鋭｀
センス

″
のフフースト

・アルバム。このセン
スはオーディションで
選ばれた2人組で、饉
大なつ餞細なサウンド
を聴ガせて<れ ます。

「通神」
rア ンフォラ」

「南十子星」他全13曲。
C D132F D7004
.¥31200
,CT:"F C 700+
:ヒ P128 F B7004
・¥2,800

GO― BANG'S/ブーバニックランド
5/21 CA D32A 363 Y3.200(キ キ典ボスター )

ダま上十i■言基群
:た

金ュ漁1卜(各Ir
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ド
ナ
リ
ス
ク

① 森 若 書 は (vo)・ 63年 12月 日 日 北 海 道/谷 島 美 砂

(b)・ 63年 7月 26日  北 海 道/斉 藤 光 子 (ds)'64年 1月
6日  北:●迪②カセット「プリマドンナはお好き?」

(88年 1月 )③キャニオン⑤ PCM 〒160東京都新
宿区新宿 l-24-7ル ネ御苑プラザ7Ю●03-350-4512①
スイッチ・レーベルより「ハッスル・バンバン」「プリ
マドンナはお好さ ?」 の 2枚の ミニ LPを リリースし,

インディーズ・シーンにおいて西〆、ドル的存在に。 4
月 21日 シ ングル rざ まあ カ ンカ ン娘」 、  キ ャニ オ ン
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僕
の
ま
わ
り
に
は
野
球
と
い
う
と
巨
人

フ
ァ
ン
が
多

い
の
で
、
た
わ

い
も
な
く
反

発
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
．
巨
人
の
ど
こ

が
気
に
入
ら
な

い
の
か
と
間
か
れ
た
場
合
、

と
に
か
く
人
気
が
あ

っ
て
強

い
か
ら
だ
、

と
居
直

っ
て
答
え
る
の
で
あ
る
。

と
は

い
っ
て
も
、
巨
人
戦
の
な
い
日
は

今

一
つ
テ
レ
ビ
野
球
に
身
が
入
ら
な

い
。

巨
人
に
は
あ
り

っ
た
け
の
力
を
振
り
絞

っ

て
戦

っ
て
い
た
だ
き
、
惨
め
に
負
け
て
欲

し
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
。
そ

う
い
う
こ
と
で
僕
は
夏
場
の
ス
ト
レ
ス
を

解
消
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

巨
人
軍
ル
ー
キ
ー
の
原
の
人
気
が
異
常

に
す
ご

い
。
ま
あ
、
カ
ッ
コ
イ
イ
け
ど
ね
、

長
島
み
た

い
で
‥
‥
。
僕
は
阪
神
の
フ
ァ

ン
な
の
で
あ
る
が
、
あ
の
大
好
き
な
岡
田

だ

っ
て
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
る
と
き
ば
か
り
じ

ゃ
な
く
、
チ
ヤ
ン
ス
に
ヒ
ッ
ト
が
出
な
か

っ
た
り
、
大
き
な

エ
ラ
ー
も
す
る
。

そ
ん
な
と
き
、

「あ
あ
彼
も
人
間
な
ん
だ

な
」
と
納
得
し
つ
つ
、
あ
の
人
間
味
あ
ふ

れ
る
エ
ラ
ー
が
魅
力
な
ん
だ
と
確
信
す
る

の
で
あ
る
。

徽
螂̈卿鏃

華

軸̈
燎嘴け唯ａ嘲狙嚇榔いいい一一に̈

ｎ
〕
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
光

っ
て
い
る
に

一̈‐こ愛‐ま］選人ょっ一̈一「一̈̈
］時一̈̈
一

＋

力
が
も
ち
ろ
ん
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
そ

れ
で
認
め
て
あ
げ
よ
う
。
し
か
し
他
球
団

も
同
じ
く
ら

い
、
ま
た
は
巨
人
以
Ｌ
の
努

、
　
力
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
．

ま
た
、
有
名
な
選
手
で
も
、
才
能
と
カ

ン
に
た
よ

っ
て
い
る
の
か
と
思

っ
た
ら
、

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
人

．
倍
の
努
力
を
し

て
い
る
ん
だ
、
と
い
う
話
し
を
よ
く
聞
く
、

あ
の
王
さ
ん
だ

っ
て
、
長
島
さ
ん
よ
り
人

気
が
上
が
ら
な
か

っ
た
こ
と
で
、
ま
す
ま

す
努
力
し
、
人
記
録
を
生
ん
だ
の
だ
と
か
・

野
球
の
場
合
は
勝
負
の
世
界
だ
か
ら
で

あ
ろ
う
か
、
弱
い
も
の
は
惨
め
な
だ
け
て

い
い
こ
こ
ろ
が
な

い
の
で
あ
る
．
が
、
そ

ん
な
陰
の
努
力
の
こ
と
を
、
甲
子
関
の

，

選
を
か
な
り
む
き
に
な

っ
て
応
援
し
な
が

ら
、
あ
ら
た
め
て
思
い
起
こ
す
の
で
あ
る

|

0



つ日280 NHk― FИ olユ  天野のの象行 の階 が オ>η 二■れ

イント||→ 匈 し、プ 1吊ゲι手ず七すじィrヽ ′゙フ01年 年ほЧのNSP躊集。 司そ墾矛η>伊 i

NSP「 ,レ tの ■ルトtt"デうkス壱じしL私の耳L′ 巌Ч 干墾lい の宅楳 スヽ

電 )にのょぅに 駐 Lt巡

`b.   
お

「

瞑■N`Pげ 4夜
^中

じ t中は う1ビ

"ヾ

えの
格 撚tのわ

1,tanヽ
  Lじ 単lL し■Ъ囃 し 、ヽ 言葉 じ、ム 自ザ噴9■ tょぃ

うも 、ζ色バいつ輌記t■ 仔劇諄
レ3ら さはぃ たQべうガ

｀
ぃ)由

訓ブらしの・ ひルヽ るしFらρ＼、そルt'3'■ガ+
¬ 狸 ♯キ乙̂

ζおぃく,しャぃ■しトゥ ル｀

'7｀

ι毬

塾Tttu～′`マ 済3しこtrつ !B



漸
つば デι:ヽヽ し)

六ユtJЧ Lルち々 ゃ魚鯵r究極 のスラモЙよ '8う、FLyの TH[ノィ。。Nュンサ¬卜.′

 92多
」
  Jャ  来

′―r e=眸 _十_ュ ェ_r  _ __ ″多ルー′ ′′∠..  A       _    )熊 馬麓p小熟レ
何の有業 tこ 43メibτ移ヒRぃま3.43い0ら 簿イゃれ,冷出があけ 。 手7: ,7瑞FhL
){alrral -l$pr.,'t ftraJ'tg - . }t. Yofit-*, AfXPa.aq*q:,ot'..... I aR,l,rtr'4fr

縄b∩以ソ9ル補援ト

当つ葬・ 械た 久utta已理 ,ゎし叫たら、爆彗Q   ム・tr〕И./%ふ巧“口がら7以レ淡

「
 |コ 野 う薄 み師

ζKbの みム牲のw7_t■口 孝昨。       謀 ぴし■.こヒ研 ^翻膿 に  `1違野 骸竜ち
)RДbし i3tレ つぜ鼻じしハボ ねt薩 ■呵゙   み て`βゝ 君肛 0.富じらK籍ヴし |オ ラだ2の∩しら猥り

棄わ 主ハ1驚哺 _魂島o訃ぃ 和 お佗耐_と   称 帷 反 鉢

“

嘔%(cぃじ |°
「

Pソ

`lτ

^…………………Ⅲ…・t― ― ―  ・・II・‐――…………ワヽ～cl■1「ドす.、 γわ駄し5ャいれtBこ 1■ じ`ししま,1/てルのも住く    叉レ11‐の話k,゛ ニャニヤ察bl‐ ι4っ.………―    LまかIIや
°
が|:1発14Elaもξ～ご

`煮

しが1■ つN/t―卜げlt発■。       ヘ
,1工  ′」 1,+ 6  _ _ ^  ′ .´ ″ 、: 単  ‐

蛉  (琳鮮 馨 =q9ら た。ス(No15)にもレこ    あ 稚 逃 柿唐 しヽ,い |し lLo当 1 舗 臭電λ月ヽ 再
qと 董狙葛3かも し申

tじ
鴇暉もぬtアじL。    ¬目見d人∝セスs.じソじン 1じQ彎 (. | ギギデビL隻Iキじ ′

末tガ ー キ 古
:翠

緒 碑さキ a・   L。 軋 れ 、シ M● ド .    |  |せ .itt/●~           Lハ
 |れ

～
1●貢「侮eぃ響わ嶺姦尾。まふυメ市ゎヽう決口こし、た積缶ゝ   一一一月軟ぶ■を書 ・86.` 。 ttlム %づ:囃

じく自然!、2ブぎkら |ヽゃバと嗜整壺カヒ1た〔こ諄iぅЧ(b■    司ヽがう9し
'の

中ら ゃメらくンのイ轟中
r   ttξ緊兎 誤 茶しく。弗 、bゞ 3ぃ■-8輿ヵ こ腱 ぬ、2.  F3^に ネル 協ヽ 乞の ヒQちh.:

■3さ竜さぬ沢う1・ ■これ 、R。 東がRぶ 3.     帯時のtわゃから巳 贈Oれ δ― 颯o・ Tr●曖 'θ5

メシ

'―

繹イ)Λ秘 3tM■規郷が、ハ色じじめくらみは,弓ル゛
`Pし

〕澤毬.輔 ルのもうぇ、口 ^NSP魏爛町.  g。賄 4sの 口事Ч 、 stむこ 1こぃ●おは.舌掘 、 ュゎ. 殊 みちと
3人 副 人場中  わ ぃ官 辱an ぃ ぃ 1し↓

“

のイロ杜 。い

蒙
"]、

・
ati漣〔]^ 平こキルハ4/4疑^制 ιしぞれ以Zハ■

‐鎌もヘー都  お鮎ィL‐●_が ぃヽしば二
^わ

し
t■肇へλけら‐ 幅 りがむ綱れL
毬中鳩暮ハ平我ょ輛 っぷ ζ及ぃのB(出d鋼■3
St4碑o中彙は■三この上比トヘゎ_が眠封.右ギ ヘ
■,中し、ふふ二(2t`〔圏諷■■,し uぃてぁ運び干ッ[コ

R脅
=じ

可.補駄し、ζャ絋箱セ 冗付レこ 点、じォ.        ボしトジ 同じl■ ttЧ 女が、23θ
ストリ6け ,■ ブL(熟 11■ 冊 つしが 不ヽ鈴.子野。レヘコ_t―  ・  れいう‖Yら h急 へと養ゎЧ慣判 っ ニュイ伝
0、 ム0■く 、次じまレl… . 孝ギ1由 tよ

°
t決じ漁Чは軸

″
1 

浄  釉 れ
「

.  気は日2● Tぃこ,39じ
任凡 t■

な ず集彙輝で燿のt・ットじ 中村 、平餐 ぬコにパ齢 . 浄  λЧ 想 1じ

` St岬
乞響 ぴ【≧Чt Φζ仇彿……卑社師の伴れジサI蠣憮I欄轟舜場所軌LttЧ 二人が t5′げlし ィが,降 _/1"パ乃_マ ジ

tウ
"Lい

4 
“

れ半 じЧλ■し み吼事じL0
b濤 赫 望し Ч牡ね Ч詳ぃ ?_に叫

|☆
t■し

3源 聴

強く時じゝ 基準 ぃ。

]ス 巧ヽじ し、、しυみ由 率ι〈よ手tこげ で生し、直 d卜 tじ にR3 矛供か` もに→(卜島し、の|ょ

こに卜し,. ミ
∂Kメ 1ょ 写乳～ピャ乙く̈ F"†」 iメ |ザ !■     7カ・

しらウ騰かぅ
^P^警

2.ミ ずL,ヒ やζメ
″

ZOし やЧ憲九セ■9et 4費書aι たにし運口Hュ■)し     
｀
朝まじゃもぅ」

ク
1べ弘響を.刺λ汐了ンメし

い二ぃ だこのもあ ct%ら.ュヒ ノWαじ 永Ц弁●伝:teに ,…  3由格lヽ拡30∩のミRY～″
じ警緒 ^RたL

吼 田〕ム 曲D決中とB鵡 9讀 剛 犠 もれ bb★
7殊 増黒 駄F翻 義 ∫識∧

^7-じ
入り

"＼
云レヽスうが幣し、なりか。本午じス∽ 。)

れ のジのス、→
lt 聯な̂山、喘ぉんげけβ―☆ギ,軋騰i莫霧1:社ぎtハ キア_へ 最bうにl〕 フ腱しヽ逐」Ч化ろうし社 外的ょ聴む

湯くれ阜。 ぁ キリ_ぬ もL tt.一Ъ前ハ櫂)2く 、シ幻  ★  嗅琳・
のレパSLltLに 示臼あ―雙b卓だいれ、

じ し 苦ぃ 冴ブく っハFnじのェゎ。           ☆  てこμ移マン諏し41→幅 ヒ同じr ELっしoR,しよ。
た し を■1～施 しT、  2の /3、 3ル止よ→なくしい

｀
キ■キじ      t'ヒ 凝 ,平は Jヽ ` 桑4、と功Lき出にセ`

唸ヶめ,aが こぅ、F∩ tぁ (3じ たゝりもう。

ぶ巧(ら む`〕



^

月

ど

日

Ц

NEW

questioh
①ιЪ、撃 it♯鱗 RO、 恥織ュ起 ド軒ヽ

04彙らヘヘメ・・/t―ソ(NsR中ヾに)
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．
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ｉ
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潟
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Ｆ
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Ｋ
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右
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ｏ
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古
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ハ
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ｉ
ｔ
時
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‥
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し
た
。
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ま
だ

Ｌ
皓
ｏ
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で
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ヽ
し
た
。一環
し
く
て
、１
し
ス
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］
］
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寸
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い
３
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ｔ
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要
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て．増
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ｖ

発
轟
寺
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詭
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中
（
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に
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八
十
年
Ｅ
大
Ｅ
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■
７
た
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”
啜
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Ｌ
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ｌ

に
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点
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Ц
し
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。
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革
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３
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詳
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締

し
い
〒
―プ
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ｔ
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（
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ｖ
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Ｈ
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叶
Ｑ
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ｙ
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Ｐ
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ｔ
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ｈ
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Ｆ

Ａ
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Ｙ
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０
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Ｒ
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Ｈ
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ｌ
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２
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ｕ
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２
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収
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＾
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縄
∩
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ｕ質
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ま
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。
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Ｒ
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。
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ｔ
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０
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．
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Ｆ

誕

生
。

一
申

王

卸
叩

む

「
ｔ

ハ
一
、
午

日

昨
曰

綱
柱
Ｌ
。
４

日

嗚
ｏ

朴
ち

民
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。
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休
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Ｔ
ヽ
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叶
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．
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叶
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。
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ヽ
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０
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Ａ
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Ｗ
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．
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ａ
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．
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Ｒ
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縫
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∩
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ｏ
■
聟

「
、Ｋ

世
界

覗

い
ス

群
た

い
警

ｎテ
甚
６
に
爆
い
て
る
翌
ｉ
ｔ
ス
欲
し
い
な
っ。

フ
　
　
　
　
　
　
ヾ
ざ
り
ヽ

「
温
∬
計
詠ボ
雲
響
高
が
鮮
ポ
酬¶
薇献

牲
雰
雌
缶
変
覇
腰
一懲
噂謙

ま

し
ｋ
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